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生
物
多
様
性
に
係
る
戦
略
的
環
境
ア
セ
ス
メ
ン
ト
に
関
す
る
質
問
主
意
書

平
成
二
十
年
五
月
二
十
四
日
か
ら
二
十
六
日
ま
で
神
戸
市
に
お
い
て
開
催
さ
れ
た
Ｇ
�
環
境
大
臣
会
合
で
は
生
物
多
様
性
が

主
要
議
題
の
一
つ
と
し
て
議
論
さ
れ
、
「
人
類
の
活
動
に
よ
り
、
多
く
の
生
態
系
が
劣
化
し
、
多
く
の
生
物
種
が
絶
滅
の
危
機

に
瀕
し
て
い
る
こ
と
が
強
調
さ
れ
た
。
ま
た
、
生
物
多
様
性
は
人
間
の
安
全
保
障
の
根
源
で
あ
り
、
生
物
多
様
性
の
損
失
は
人

間
社
会
の
不
平
等
と
不
安
定
を
助
長
す
る
こ
と
が
再
認
識
さ
れ
た
。
」
「
生
物
多
様
性
に
関
す
る
課
題
に
取
り
組
む
た
め
に

は
、
各
国
の
さ
ら
な
る
取
組
を
進
め
る
緊
急
の
必
要
性
が
再
認
識
さ
れ
た
。
」
旨
の
議
長
総
括
が
取
り
ま
と
め
ら
れ
た
。

生
物
多
様
性
基
本
法
に
関
す
る
与
野
党
協
議
の
論
点
の
一
つ
は
戦
略
的
環
境
ア
セ
ス
メ
ン
ト
に
つ
い
て
で
あ
り
、
法
制
定
に

携
わ
っ
た
者
と
し
て
は
戦
略
的
環
境
ア
セ
ス
メ
ン
ト
の
対
象
範
囲
の
拡
大
を
目
指
し
た
と
こ
ろ
で
あ
る
。

生
物
多
様
性
に
係
る
戦
略
的
環
境
ア
セ
ス
メ
ン
ト
に
つ
い
て
以
下
の
と
お
り
質
問
す
る
。

一

生
物
多
様
性
基
本
法
第
二
十
五
条
に
お
い
て
は
、
環
境
影
響
評
価
の
推
進
の
対
象
を
「
生
物
の
多
様
性
に
影
響
を
及
ぼ
す

お
そ
れ
の
あ
る
事
業
」
と
し
て
お
り
、
「
著
し
い
」
と
い
う
文
言
は
使
っ
て
い
な
い
。
こ
れ
は
対
象
範
囲
を
影
響
の
著
し
い

事
業
に
限
ら
ず
、
範
囲
を
拡
大
し
た
も
の
で
あ
る
が
、
こ
れ
に
対
す
る
政
府
の
見
解
如
何
。

二

生
物
多
様
性
基
本
法
の
制
定
を
受
け
、
戦
略
的
環
境
ア
セ
ス
メ
ン
ト
導
入
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
に
つ
い
て
、
そ
の
適
用
範
囲
を

一



拡
大
す
べ
き
と
考
え
る
が
、
政
府
の
見
解
如
何
。

右
質
問
す
る
。

二


